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システムの概要

顔はめ型

• 人を読み取ると画像が表示さ
れる

• 画像の大きさと座標はあらか
じめ指定されている

• 複数人読み取っても表示され
る画像の枚数は同じ

追従型

• 人を読み取ると画像が表示さ
れる

• 画像の大きさは肩幅を基準に
して変化する

• 複数人読み取るとそれぞれに
画像が表示される

• キーボードで画像を切り替え
られる
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デモンストレーション（顔はめ型）



デモンストレーション（追従型）



卒論の進捗

• 第一章（研究の背景と研究の目的）がある程度完成
→もう少し内容を膨らましていく予定

• 第二章の関連研究の内容はある程度書けている→今後論文を読
み進めてより自分の研究に近いものに差し替える可能性がある

• 第三章以降に関してはまだ完成させられていない状態→学年末
レポートの内容からまだ書き換えられていない



今後の計画

• プログラムに関して

読み取った人をそれぞれ別でキーボードで画像の切り替えができるよ
うにするのを検討中

• 卒論に関して
1. プログラムを完成させてシステムの概要や実験の内容を書けるよ

うにする
2. 最後の今後の展開に関しては夏休み中にはある程度内容を完成さ

せていくことが目標
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